






































































































































































































































1回目 2回目 3回目 4回目 5回目
テスト プレ1 プレ2 プレ3
講義 解答・解説 解答・解説 解答・解説





















































































































































































































テスト２ 定期試験 充実 訓練 実用 total 関係 自尊 報酬 total
 Ａ 7 Ｂ Ａ 9 20 25 64 7 7 5 49
2 Ｅ 75 Ａ Ｄ 25 2 23 60 6 5 6 47
3 Ｂ 62 Ｂ Ｅ 9 7 2 57 20 2 8 59

































































受講生１ 受講生２ 受講生３ 受講生４
タンパク質 第２回 第３回 第４回 第２回 第３回 第４回 第２回 第３回 第４回 第２回 第３回 第４回
役割 00 － 00 70 － 20 欠席 30 50 － 70
構造 00 － 00 80 － 20 欠席 30 50 －
酵素 00 90 00 20 70 20 欠席 30 30 60 70
変性 00 － 0 － 20 欠席 30 30 －







































 Ｂ Ａ Ｃ Ａ Ｄ Ｂ
2 Ａ Ｄ Ｅ Ａ Ｅ Ａ
3 Ｃ Ｅ 欠席 欠席 Ｅ Ｄ
4 Ｄ Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ
Ａ：90～00点　Ｂ：80～89点　Ｃ：70～79点　Ｄ：60～69点　Ｅ：59点以下
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トともに受講生３よりも高い結果であったが、レベル診断テスト２の結果は受
講生３よりも低かった（表２）。表２及び図９から受講生４は受講生３よりも
高い報酬志向をもっていることが明らかであり、これによってポストテストで
はスモールステップ法を用いた学習がプラスに働いたかもしれない。しかし、
報酬志向は功利性を重要視するが、学習内容には必然的な結びつきがないと考
えられている。そこで我々は、レベル診断テスト２での学業成績の低下と定期
試験結果が「不可」となった原因として、リトリーブアワー終了時から定期試
験までの１か月間は外からの報酬が与えられなかったため、学習の動機づけや
自己効力が低下したのではないかと考えた。
4-3　リトリーブアワーに対する受講生の意識調査
　リトリーブアワーに対する受講生の意識調査を第５回目終了後に行った結
果、受講生全員がリトリーブアワーに参加することに「意欲的である」と考え
ていることがわかった（図2）。満足度では、受講生４を除いた３名が「ある」
と回答したが、復習に役立ったかどうかの有益度では「ある」と回答したのは
受講生１と受講生２で、受講生３と受講生４は「少しある」との回答が得られ
た。学習不安では「少しある」が00％、苦手箇所の克服では「ある」が50％
を占めた。「リトリーブアワーに今後も出席したい」と全員が回答したのに対
して、「リトリーブアワーを他の留年生に勧めたいか」の質問については、受
参加意欲
満足度
有益度
不安解消
苦手箇所
の克服
ある
少しある
どちらともいえない
あまりない
ない
1年留年生：4名（平成23年度前期）
)%(001050
図12　リトリーブアワーに対する受講生の意識調査
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講生２のみ「どちらでもない」と回答したが、残り３名については「すごく勧
める」との回答が得られた。これらの結果から、受講生は５回行ったリトリー
ブアワーにおいて完全に苦手箇所を克服することや、学習不安を除くことはで
きなかったが、学業成績に関連のある学習の動機づけが向上したことから、リ
トリーブアワーは受講生にとって役に立つ学習支援と結論づけた。
５．まとめ
　「意欲」や「やる気」は日常的に使われる言葉であり、心理学ではこれを「動
機づけ」という。動機づけとは、「ある目標を達成するために行動を起こし、
それを持続し、目標達成へと導く内的な力」と説明されている。我々は今回、
神戸薬科大学における１年留年生４名を対象にリトリーブアワー（生化学Ⅱ）
を開講し、彼らの学習動機と学業成績の関連性について調べた結果、内容関与
的動機（充実志向・訓練志向・実用志向）が内容分離的動機（関係志向・自尊
志向・報酬志向）よりも強い学生２名（受講生１と２）では、学業成績の向上
がみられた。リトリーブアワーに参加した理由を受講生にインタビューした結
果、「秀」を取得した受講生１は「生化学Ⅱで少しでも優秀な成績を取りたかっ
たから」、「可」を取得した受講生２は「今までの勉強姿勢で、留年してしまっ
たので、それを見直したいと思い参加した」との回答が得られた。一方「不可」
を取得した受講生３は「受けたほうが良いと思ったから」、また受講生４は「定
期試験で受ける科目だから」との回答が得られた。参加理由が明確でなかった
（自己決定感が低いと考えられる）受講生３と受講生４は、受講生１と受講生
２よりも自己効力が低いと考えられ、この低い自己効力がリトリーブアワーで
の学習支援において学業成績が向上しなかった原因の一つとして考えられる。
学習観や学習動機は幼少のころからの発達過程や学校における文化的環境の影
響が大きいとされており、中でも①目標の持ち方や与え方、②学習について態
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度を共有できる友人関係の存在、が大きいと考えられている9）。①では何を目
標としているかという考え方である。例えば、「結果」、「より高い達成」、「努
力すること自体を目標とする」など様々であり、これらの考え方は親の影響
（目標の決定権）を無視することはできない。②では、集団の心理が個人の考
え方に与える影響が強い。受講生２では「勉強の姿勢を見直したい」を目標と
しているために定期試験で良い成績を収めることよりも、努力すること自体を
重視していたのではないかと考える。このようなことを考慮すると、我々を含
め学習指導者は、単に指導した学生の学業成績の結果だけで指導方法を評価す
るのではなく、学生のもつ学習観、自己効力、学習の動機づけを考慮する必要
がある。今回、内容関与的動機が弱い受講生３と受講生４でもスモールステッ
プ法を取り入れ、仲間意識や報酬を与えることによって彼らの学習動機を向上
させることができたと考える。報酬志向の強い受講生４では、報酬を他者から
与えられるものではなく、自分で自分に報酬を与えるという自己強化を行うこ
とが可能になれば、内容関与的動機が強くなるかもしれないと考える。学習観
の変容は容易ではないが、強力な自己効力を作り出す効果的な方法として、①
制御体験（成功するために必要なことは何でも忍耐強くできると確証するこ
と）、②代理体験（自分と同じような人が忍耐強く努力して成功するのをみて、
自分もできるのだと確証すること）、③社会的説得（自分には能力があると言
われて励まされること）、④生理的及び感情的状態（身体状態を向上させ、ス
トレスやネガティブな感情傾向を減少させ、身体の状態を正しく把握するこ
と）の４つがある3）。そこで今後我々は、４つの方法を積極的に取り入れたリ
トリーブアワーによる学習支援を介して、学業成績の低下した学生の自己効力
を向上させることによって、彼らの内容関与的動機づけを強めることを目指し
ていきたい。
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